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身の教育観の転換、スキルの向上は喫緊の課題で
あるが、具体的な方法論はまだ確立していない。
筆者は、1980年代の終わりに本学が短期大学で
あったころから、試行錯誤しながら社会福祉関連
の科目に参加型授業を比較的多く取り入れてき
た。それは、この授業形態が学生の主体的な参加
を促し、成長につながると思われたからである。
今日でも考え方と姿勢は変わっていないが、すべ
ての教員がこの授業形態にすぐさま対応できると
は思えない。
　参加型あるいは双方向型の授業は、学生の状態
を集団的かつ個人的に観察しながら、教員は言葉
や態度を選び、学習への集中とねらいの達成へと
進めなくてはならない。これまでのこの教授法に
取り組んできた教員の多くは、相当な時間を割い
て失敗から学び、経験を積んでいるはずだ。
　本稿では高等教育機関でのアクティブラーニン
グ導入にあたって、アクティブラーニングの枠組
みを明らかにしたうえで、教員がどのような心構
えと技術を持つのが望ましいのかについて考察
し、効率的な教員のスキルアップのための理論と
実践を構築する一助としたい。
第１章　アクティブラーニングとは
第１節　定義
　アクティブラーニングの英語表記であるactive 
learningを訳すると、「能動的学習」「積極的学習」
「主体的学習」となる。現時点ではカタカナ表記
が使用されている。その背景には、1970年代から
80年代に高等教育の現場で「能動的学習」「積極
的学習」「主体的学習」というものが実践されて
きた経緯はあるが、旧来のこれらの言葉によっ
て、アクティブラーニングを再定義あるいは意義
を明らかにするには、示すべき新しいことがあま
りにも多く、新たに教育現場に導入するにあたっ
ては、新たな教育概念として受け入れてもらいや
すくなるように、あえてカタカナ表記を使用して
いる現状があるii。
　この用語自体は2000年代以降、日本の高等教育
で使用され始めているがiii、高等教育関係者が一
般的に認知するようになったのは、2012年の中教
審の答申以降である。中教審はこの答申で、『国
民一人一人の主体性と協調性が要請される成熟社
会たるべき我が国の社会においては、単なる知識
再生型に偏った学力、自立した主体的思考力を伴
わない協調性、他者の痛みを感知しない人間性は
通用性に乏しい。』と指摘したうえで、養うべき
学士力を参考指針として次のように提示している。
・知識や技能を活用して複雑な事柄を問題として
理解し、答えのない問題に解を見出していくた
めの批判的、合理的な思考をはじめとする認知
的能力
・人間としての自らの責務を果たし、他者に配慮
しながらチームワークやリーダーシップを発揮
して社会的責任を担いうる、倫理的、社会的能
力
・総合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と
構想力
・想定外の困難に際して的確な判断をするための
基盤となる教養、知識、経験
　アクティブラーニングが求められるようになっ
た背景には、これまでの日本社会が情報化・グ
ローバル化前の安定した経済成長のもと、①1979
年に導入された全国共通一次試験の導入により、
高校までの教育の在り方が、過度に競争的で受け
身的記憶偏重学習となったこと、②大学で自由を
謳歌し、勉強せずとも卒業できるシステム、卒業
すれば就職できる環境があったこと、③国に保護
された企業は、終身雇用を前提にトップダウンに
従いやすい新規卒業者を採用し、社内教育で社風
に従う社員に育て上げてきたこと等が挙げられ
る。この間、地域社会の在り方や家庭の子育て環
境も核家族化・孤立化によって大きく変化し、総
合的な結果として、『単なる知識再生型に偏った
学力、自立した主体的思考力を伴わない協調性、
他者の痛みを感知しない人間性』を多数輩出して
きたのである。しかし、情報化、グローバル化が
急速にすすんだ2000年代に入ってからは、このよ
うな人材は『通用性に乏しい』とされ、この状況
を脱するための取り組みとしてアクティブラーニ
ングが導入されようとしているのである。
　中教審はこの答申の用語集のなかで、アクティ
ブラーニングを以下のように定義・説明している。
教員による一方向的な講義形式の教育とは異
なり、学修者の能動的な学修への参加を取り
入れた教授・学習の総称。学修者が能動的に
学修することによって、認知的、倫理的、社
会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的
能力の育成を図る。発見学習、問題解決学
習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教
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室内でのグループ・ディスカッション、ディ
ベート、グループ・ワーク等によっても取り
入れられる。
　長崎大学の山地はiv、以下のように定義する。
「思考を活性化する」学習形態を指します。
例えば、実際にやってみて考える、意見を出
し合って考える、わかりやすく情報をまとめ
直す、応用問題を解く、などいろいろな活動
を介してより深くわかるようになることや、
よりうまくできるようになることを目指すも
のです。
　溝上はv、アクティブラーニングは包括的な用語
であり、どの専門分野の専門家・実践家にも納得
してもらえるような定義をすることは不可能であ
ることを前提として、以下のように定義している。
一方的な知識伝達講義を聴くという（受動
的）学習を乗り越える意味での、あらゆる能
動的な学習のこと。能動的な学習には、書
く・話す・発表するなど活動への関与と、そ
こで生じる認知プロセスの外化を伴う。
　ここで溝上が言う「認知プロセス」とは、認知
心理学的な知覚・記憶・言語、思考（論理的／批
判的／創造的思考、推論、判断、意思決定、問題
解決など）といった心的表象としての情報処理プ
ロセスを意味しており、「書く・話す・発表する」
ことによって表出される。
　これらの定義に共通するのは、「何らかの“活
動”が授業にあること」、「学生は、その活動のな
かで何かを自分で考え、それを表現すること」で
ある。次節では、アクティブラーニングへの理解
を深めるために、教員の立ち位置（以下ポジショ
ニング）という観点で考察を加えたい。
第２節　教員のポジショニング
　アクティブラーニングは教育パラダイムの大き
な転換であり、講義中心の一方向的教授法から学
修者の主体的学びを引き出すための工夫が必要に
なり、教員と学修者とのポジショニングにも大き
な転換を求める。溝上は、アクティブラーニング
は、構図Ａの教授パラダイムから構図Ｂの学習パ
ラダイムへの転換によって生まれるものであると
している。
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図１　アクティブラーニングにおける教員のポジショニング
※溝上慎一　『アクティブラーニングと教授学習パラダ
イムの転換』P43より
　構図Ａでは、教授パラダイムにたち、受動的学
習を乗り越え能動性を引き出す手段として、学生
の主体的学びとなる手法を取り入れているが、構
図Ｂでは、すでに学修者自身は能動的で、彼らの
能力をさらに引き出す手助けを行うという根本的
な違いがある。
　また、学習パラダイムの特徴は、「学習は学生
中心」「学習を生み出すこと」「知識は構成され、
創造され、獲得されるもの」「プロセス」「変化」
を実現することにあり、教員の役割viは、「基本的
に学習方法や環境のデザイナー」であり、「学生
と相互に、そして他のスタッフとチームで仕事を
する」「学生一人ひとりのコンピテンスや才能を
育てる」ことであるという。アクティブアラーニ
ングは、一方的な知識伝達講義を聴くという（受
動的）学習を乗り越える意味での、書く・話す・
発表するなど活動への関与と、そこで生じる認知
プロセスの外化を伴うあらゆる能動的な学習のこ
とであり、教員のポジショニングは、学修者自身
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が能動的で、彼らの能力をさらに引き出す手助け
を行うところにあったが、溝上は『アクティブ
ラーニングは、カリキュラム・コース（授業科目）
に関連してなされる授業（教室）内外での学習の
仕方に言及する学習概念である。これに対して学
習パラダイムは、先に述べたその特徴（「学習は
学生中心」「学習を生み出すこと」「知識は構成さ
れ、創造され、獲得されるもの」「プロセス」「変
化」）を実現するための教授学習全般、それを取
り巻く制度・思想・実践・環境のあらゆる側面に
言及する概念である。学習パラダイムの特徴に学
位やカリキュラム、生産力、資金が挙げられるよ
うに、アクティブラーニングのような授業内外で
おこなわれる学習以上のものを指すものである。』
（一部省略）と述べ、『アクティブラーニングは学
習パラダイムを実践的に推進する学習概念であ
り、概念的な関係で言えば、学習パラダイムはア
クティブラーニングを包含する関係にあると理解
されよう』と述べている。vii
　高等教育機関の関係者は、学生たちの自ら成長
をもとめる意識を覚醒させながら、彼らの成長を
より効果的に生み出すような教育を、総合的戦略
的に構築していかなくてはならないのである。
第２章　教育ツールとしての対話
第１節　アクティブラーニングがめざすもの
　経産省経済産業政策局産業人材対策室は、平成
25年３月に開催された「社会人基礎力を育成する
授業30選」表彰式・特別シンポジウムにおいてviii、
教育現場に求められる新たな視点として、教師
が、学生に、教える図式だけでなく、教師と学
生、社会人と学生の双方が、主体的に関わり合
い、対話していく教育スタイルがますます重要に
なってくると説明している。すなわちここで「対
話」は、重要な教育のツールとして位置づけられ
ており、Teach、Coach、Facilitation、Communication
等の方法によって促進され、これまでの教室に加
え、地域社会、産業界、チーム、実践的な環境と
いう場で展開される多様な学習形態の中で用いら
れるとしている。これらは、中教審の質的転換の
答申にある「認知的、倫理的、社会的能力、教
養、知識、経験を含めた汎用能力の育成」につな
がるものである。
表１　教育現場に求められる新たな視点
従来モデル 従来モデルに加えられるもの
教育目標 高度専門知識・能力の育成
基礎学力・専門知識を活かす力
（＝社会人基礎力）の育成
教育の場 教室
地域社会、産業界
チーム
実践的な環境
教育ツール
教科書・専門書
学力テスト・レポート
地域社会・産業界の実課題
対話（目標設定・フィードバック・振り返り）
教育方法 Teach
Coach
Facilitation
Communication
※平成25年度産業経済研究委託事業「社会人基礎力育成の好事例の普及に関する調査」
平成26年３月　株式会社リベルタス・コンサルティング 34ページ掲載図より筆者作成
表２　社会人基礎力の背景
重要とされる行動 背　　景
「外（異）」への対応
マーケットのボーダレス化のため異国・異地域への顧客価値の
創造のため異業種・異分野と連携のため
「学び直し」への対応 技術や製品のライフサイクル短縮化、高速化のため
求められる「主体的行動」 技術革新が進みひとりで仕事を進める場面の増加のため
※平成25年度産業経済研究委託事業「社会人基礎力育成の好事例の普及に関する調査」
平成26年３月　株式会社リベルタス・コンサルティング 34ページ掲載図より筆者作成
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　経産省は表２のように、「社会人基礎力」の目
指すものとして、社会の大きな変化に伴い、「外
（異）」への対応、「学び直し」への対応、求めら
れる「主体的行動」の３つの行動が重要となって
いると指摘し、そのうえで３能力12要素を社会人
基礎力として提唱している。
①前に踏み出す力　（主体性・働きかけ力・実行力）
②考え抜く力　　（課題発見力・計画力・創造力）
③チームで働く力
（発信力・傾聴力・柔軟性・状況把握力・規律性・
ストレスコントロール力）
　また、この社会人基礎力は、思いやり、公共
心、倫理観、基本的マナー等の人間性や身のまわ
りの事を自分でしっかりやるという基本的な生活
習慣を基礎に、読み、書き、算数、基本ITスキ
ルなどの基礎学力と、仕事に必要な専門知識や資
　アクティブラーニングでは、教員自身が能動的
に地域社会や企業・事業者とつながり、協力関係
を保ちながら、その現場に学生たちを送り出す必
要性がある。そこでの体験が、学生たちの大きな
成長に結びつき、社会人基礎力が高まる事例も多
い。すなわち、学校の枠組みを超えて地域社会や
企業が学生たちの学習の場となり、その学習の質
格を活用して磨き続けるという能力の循環も必要
とされており、家庭、地域、学校が一体となって
取り組む姿勢が求められているといえよう。
第２節　アクティブラーニングの形態
　科目によって取り入れ方は異なるものの、アク
ティブラーニングにはさまざまな形態があり、下
図に見るように構造の自由度が高い形態ほど教員
の実践力が試され、教員自身の経験からの学びが
必要であると思われる。先にも述べたように、各
象限の学習形態は、Teach、Coach、Facilitation、
Communication等の方法によって促進され、学
生の全人格的成長を目指して行われる。それはと
りもなおさず、アクティブラーニングは、これま
で以上に、教員と学生の対話を介した良好な関係
が基礎にあって成立する学習形態であるというこ
とを意味する。
は各関係者間に交わされる対話によって深くもな
り、浅くもなる。図３に示すように、教員と学生
間の対話は、信頼関係の構築、フィードバック、
アドバイス等を含んでおり、特に大きな役割を
担っている。
プレゼンテーション
レポート・ライティング
ディベート
構造の自由度
活動の範囲
高い
狭い
問題基盤学習
シミュレーション・ゲーム
ケースメソッド
（グループ学習）
振り返りシート　授業外学習
プロジェクト学習
創成学習
演習
実験　調査
ミニテスト
クリッカー
フィールドワーク
実習
広い
低い
図２　アクティブラーニングの多様な形態
※山地弘起「アクティブラーニングとはなにか」大学教育と情報　2014年度　No.１
応用志向
知識の定着・
確認をめざす
表現志向
知識の活用・
創造をめざす
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　例えば、筆者の勤務校で授業として実施してい
るコミュニティサービスは、教員と地域のなかの
受け入れ先が、教育的視点で予め調整した活動の
場（以下サイト）を準備する。例えば「学童保育
支援」「障がい児スタディサポート」「まちづくり
応援隊」「コミュニティサービスチャペル」等の
サイトが用意されている。学生は自分の好きなサ
イトを選択し、そこでボランタリーな活動を経験
して、レポートを提出し、担当教員からのアドバ
イスをもらい、経験の認識化を経て課題解決の方
法について考える機会をつくっている。
　このコミュニティサービスは、タイやフィリピ
ンでも展開しており、それまでは大学で学ぶ目的
も意欲もなく、なんとなく毎日を送っていた学生
が、現地を訪れて人生の価値や目指すべき方向を
見つけ、大きく成長する姿を筆者は何度も目にし
てきた。
　帰国後サークルを立ち上げ、いくつかの団体の
助成金を獲得し、タイのＨＩＶ感染者のドキュメ
ンタリー映画を一般市民向けに上映したり、直接
現地でＮＧＯのワーカーから性教育のためのト
レーニングを受ける機会を作り、地元長崎で高校
生や大学生を対象に、自分たちがファシリテート
して講座を開催したり、東京から性教育の専門家
を招いてフォーラムを主催し課題解決型事業に取
り組んだメンバーもいた。また、彼らの多くは、
現在でも社会と能動的にかかわりながら、市民活
動支援のコミュニティカフェや、性の多様性を社
会に広めるための自助グループの立ちあげ、本学
主宰の社会福祉学会の中心メンバー等の社会開発
の貴重な担い手として活躍している。（2014年現在）
第３節　共創型対話の重要性
　先に述べたグループのメンバーに共通するの
は、メンバー達が様々な活動を通して、対話力そ
れも共創型の対話力を高めていたことである。共
創型対話とは、多田孝志が提唱しているもので、
多様な他者との創造的な関係を構築するための対
話方法であり、多様な他者と理解し合い、良好な
関係を持つことの困難さを実感しつつ、知識やア
イディア、体験などを出し合うことにより、つな
がり自体を良質なものに転換していく対話法ixで
ある。多田は、共創型対話力を高めるためには、
「聴く力を高める」「要約・自己再組織化力」「プレ
ゼン力を高める」ことが必要であるという。この
時のメンバーの多くはアサーティブトレーニングx
を受けており、相手も自分も大事にしながら、率
直に対等に対話をするための心構えとスキルを多
少なりとも持っていた。そして彼らはことあるご
とに、お互いに前向きのフィードバックをする習
慣を確立しており、多田が提唱している共創型対
話が成立していたと考えられる。
　アクティブラーニングには多様な形態があり、
どの形態を採るにしても対話は欠かせない。教員
にとっては、対学生、対地域や企業、対教員、あ
図３　アクティブラーニングにおける対話の相関図
※筆者作成
教員
地域
住民
企業
事業者
個人／チーム
学生 学生
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るいは複数の関係者による対話なしには成立し得
ない教育形態なのである。
　筆者は、これまで10年に渡り、社会開発におけ
る人材育成のあり方についてタイ北部パヤオ県で
の事例を中心に研究してきたxi。そこでは、差別
と貧困に苦しんでいたＨＩＶ感染者を、ＮＧＯと
行政が手を組んで村落共同体に再統合するプロ
ジェクトを実施してきた。彼らがいかにして感染
者自身や村人の意識を変革しながら主体形成を行
い、住民参加型の村づくりを進めてきたのかとい
えば、訓練されたＮＧＯのコミュニティワーカー
が、上座部仏教的な人生観xiiによって厳しい現実
を受け入れるだけだった村人対象に、グループ
ワークをとりいれた研修機会を設け、さまざまな
属性別に分けられたグループごとの研修を実施し
てエンパワーと主体形成を行い、行政も巻き込ん
で村人自身による課題解決型事業を立ち上げ、行
政区単位でＨＩＶ感染者を地域に再統合する仕組
みを構築してきたのである。
　筆者は、それまで充分な学校教育を受けられ
ず、ただ運命に翻弄されていた人々が、論理的思
考に基づき現状を分析して、課題解決のための事
業を企画立案し、能動的に行政機関や関係団体と
つながり、地域活動の中心となって地域の人々の
価値観をも変えていく姿を目のあたりにし、人間
の限りない可能性を再認識させられた。
　ＮＧＯのコミュニティワーカーが行っていたの
は、村人と行政、ＮＧＯによるアクティブラーニ
ングであり、そこで生み出された共創型の対話が
地域を変える原動力となったのではないだろう
か。そして、これからの大学においては、教員が
あのワーカーの役割を果たしていくことになるの
であろう。
第３章　教員に求められるもの
第１節　心構え
　ここでは教員がアクティブラーニングに取り組
むにあたり、どのような心構えでポジショニング
するべきかについて考察する。まず、『社会人基礎
力　育成の手引きxiii』には、アクティブラーニング
を通して、社会人基礎力の育成をはかるために、
大学関係者あるいは教員として検討してみるべき
こと、心構えとして次のような点を挙げている。
①学生の立場になって自らの授業を考える
②学生の成長、例えば知識の習得、知力や学力の
向上、個性の発見、人間としての成長とは何
か、などを再考してみる。
③大学生の多くは実社会に出て働くという現実を
前提においてみる
④日本社会・産業界の急速な変容を、リアルタイ
ムで認識しておく
⑤基礎的・汎用的能力（「社会人基礎力」に類す
るもの）を大学で教える必要性について
⑥「社会人基礎力」を高めるなら、それはどのよ
うな授業方法なのか
⑦それぞれの額民領域や大学固有の伝統という制
約の中で、「社会基礎力」育成の場面をどう考
え、どう作っていくべきか
　上記①から⑤までは、心構えと理解できる。将
来の見通しが立たない困難な時代に、そこで生き
延びていかなくてはならない学生や保護者の身に
なって、教員自身もまたこの困難な時代を共に生
きているひとりとして、共に社会の変化を体感し
ながら、学生が向かうべき方向性を示しつつ、そ
の助走をサポートする伴走者がイメージされる。
　『社会人基礎力　育成の手引き　－「実践のた
めの道具箱」－』では、学生の意欲を向上させる
教員や指導者について、日頃から学生に接し、
「受容的な交流」があり、学生から「尊敬されて
いる」ことが影響を与えるとしている。また、学
生から質問を受ける際に必ず質問する学生の名前
を確認して、「一人ひとりを見ていることを感じ
させる」アメリカの大学の事例、さらに、国分康
孝の著書等から「自己開示能力の高さ」「人生に
肯定的な姿勢」が、若い学生と良い関係を築くた
めの要件として挙げられている。
　また、筆者は第２章で共創型対話の重要性につ
いて述べたが、この対話を担保する心構えとして
「対等性」を挙げたい。ここで言う対等性とは、
人としての対等性であり、社会的立場の違いに
よって守らねばならない礼儀や習慣を大切にした
うえでの対等性である。同じ時代に生き、未来を
ともにつくる社会の一員としての対等性である。
この対等性に足場をおいた双方向性の対話は、イ
ノベーションを生み出すために欠かせないツール
であると考える。
第２節　スキル
　ここでは、個々のアクティブラーニング技法の
ためのスキルではなく、対話をツールとするアク
― 32 ―
アクティブラーニングと教員の対話力に関する一考察
ティブラーニングを行う際の基本的なスキルにつ
いて考察したい。
　対話とは、①話者から受けたメッセージを的確
に受け止め、②要約（整理・解釈）し、③それを
自己内でフィードバックし、再組織化し、④自己
の思考・感情をもとに言語化し、⑤相手に向けて
発信する相互交流活動であるxiv。この活動を的確
に行うためには、まず教員自身が「聴く力」を持
つことが大切である。「聴くこと」は、以下のよ
うな機能を持つ積極的な行為である。
　・正確に聴く
　・要約しながら聴く
　・励まし、勇気づけながら聴く
　・良質の批判をしながら聴く
　・相手と共創しつつ聴く
　多田は、対話において「聴くこと」の大きな役
割は、質問を通して相手の力を「引き出す」こと
にあるという。当然ながら、ここでなされる質問
の仕方は、対等性を担保する言葉と態度で行われ
るのは、言うまでもない。何かを教え込むために
聴くのではなく、彼らのニーズや状況を理解し、
彼ら自身の育つ力を引き出すために聴くのである。
　次に必要なスキルは、さまざまな場面での彼ら
を、言語・非言語の視点で理解しコミュニケー
ションを図るための「みる力」である。ここでの
「みる」は、「観る」「看る」「診る」のいずれの意
味も含まれるものとしたい。とりわけ、自己表現
に慣れていない低学年の間は注意深く観察し、学
習面・人間関係面・発達面についてのニーズを見
極め、必要性に応じて教員から質問をし、学生の
言語化できない思いや状況の言語化を促して、自
己表現につなげる機会とする。当然ながら、聴く
とき、観察するときには、先入観や固定観念は持
たないように心掛ける必要がある。
　３つ目のスキルとして、「ほめる力」を挙げた
い。「ほめる力」とはすなわち、学生の長所を見
つけ、彼らの「どこが」「どう」いいのかを彼ら
自身が理解できるように、具体的に伝えることで
ある。これは、学生へのフィードバックの際に重
要な役目を果たす。残念ながら、多くの日本の学
生はほめられた経験が少なく、自己肯定観や自尊
感情が低い。それまで学校や家庭でなされてきた
ように、短所の改善ばかりに注意を向け自己肯定
観が低いままでは、社会人基礎力の積み上げはお
のずと限界がある。そこで、教員は彼ら自身が気
付いていない長所に光をあて、彼ら自身がそれを
受容することによって自信を持たせる必要があ
る。この自信が、社会人基礎力の「前に踏み出す
力」を支えることを肝に銘じておきたい。
　最後に、「叱る力」について言及したい。大学
生になれば自己責任で、叱る必要がないという意
見もあるかもしれないが、学力が低い学生ほど、
基本的な生活習慣の確立ができておらず、課題が
出せない、授業に集中できない等の行動が見受け
られる。また、近年は授業中にスマートフォン
で、ＳＮＳやゲームに気を取られる学生が急増し
ている。基礎学力や社会人基礎力が低い学生ほ
ど、将来の自分の姿がイメージできにくく、その
場の自分の欲求を押さえられない傾向が強いよう
に思われる。このような学生に対しては、教員は
学生自身が置かれている状況にふさわしい行動を
取ることが出来るように、感情的になることな
く、学生の人格ではなく行動に対して、毅然と、
根気よく注意を繰り返し、必要に応じては責任を
取らせることも大切である。
おわりに
　本稿では、大学でのアクティブラーニングの導
入に際し、概念の明確化、対話の重要性、教員に
求められる心構えやスキルについて考察してき
た。これからの大学教員は、研究中心、一方的な
講義中心の教授パラダイムに立った授業で事足り
てきた時代とは違い、学生中心の学習パラダイム
に立ち、対等性に基づく対話で双方向的な関係を
学生と構築しながら、学生の基礎学力の活用、専
門的知識の定着、全人格的成長、社会人基礎力の
育成を図っていかなければならない。これは日本
社会が、一人ひとりの子どもを社会全体で創意工
夫を凝らしてなんとか一人前に育て上げ、社会を
維持する次世代として引き継いでもらう時代を迎
えているからに他ならない。
　しかしながら多くの指摘があるように、これま
で研究中心で、参加型の授業を取り入れてこな
かった大学教員にとって、アクティブラーニング
を取りいれるハードルは相当に高い。その理由の
ひとつとして、教員自身もまた学生達も、幼少期
から日常生活のなかで、「自己開示能力の高い」、
「対等性がある」、「人生に肯定的な姿勢」の尊敬
できる大人との「受容的な交流」や、彼らから
「みてもらっている実感」が少なく、「聴いてもら
う」「みてもらう」「ほめてもらう」「叱ってもらう」
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という経験が少なかったために、対等性を基盤に
おいた他者との対話のための表現力が低いという
ことが考えられる。
　この現状を打破していくためには、まず教員自
身が、アクティブラーニングを体験することや、
自己表現のスキルアップをはかる研修に参加する
ことが求められよう。とりわけ、ＮＰＯ法人ア
サーティブジャパンが実施しているアサーティブ
トレーニングは、対等性をベースにした対話の考
えかたと方法を体感し、これまでのコミュニケー
ションパターンを見なおす良い機会になると思わ
れる。
　最後に、アクティブラーニングで必要とされる
基本的な心構えやスキルは、子育てにおいて必要
とされるスキルと共通するものが多い。そうであ
れば、高等教育の現場において、子どもを持ちな
がら仕事を続けられる環境が整い、母であり研究
者である大学教員が増えることは、学生たちの社
会人基礎力向上の意欲にも大きな影響を与え得る
ものと確信する。学生の教育環境の整備は、この
点も考慮して検討していく必要があろう。
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